小学校６年【国語】『新しい国語』（東京書籍）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～

	
	課題内容

	第１回
	【単元名】原因と結果に着目しよう
【ページ】１２～１３ページ
【学習の流れ】
１　１２ページの①～③の文を見て、それぞれの違いについて教科書を読んで確かめる。
２　原因と結果の関係が、「そして」、「だから」、「なぜなら」によって表現されていることをまとめる。
３　１２ページの②や③の文を参考に、１３ページの上の絵にえがかれている出来事について、原因と結果の関係をはっきりさせて文章に表す。
４　「だから」や「なぜなら」のほかに、原因と結果の関係を表すことができる表現を自分で考えてノートに書きだす。

【学びの確認】
・「出来事を伝えるときには、どのようなことに気をつけるとよいのか」について、「原因」と「結果」という言葉を必ず使って、
１００文字程度の文章でノートにまとめましょう。

	第２回
第３回
第４回
第５回
	【単元名】朗読で表現しよう「サボテンの花／生きる」（物語・詩）
【ページ】１６～２７ページ
【学習の流れ】
１　「サボテンの花」「生きる」を音読する。
２　分からない言葉や漢字について国語辞典等を活用して調べる。
３　「サボテンの花」は、いつ、どこで、だれが出てくる物語かについて、１００文字程度の文章で、ノートにまとめる。
４　「サボテンの花」で、「サボテン」と「風」の考え方のちがいをノートに整理する。
５　「サボテンの花」の最後の場面で、サボテンが花を咲かせたことについて、自分の考えを１００文字程度の文章で、ノートにまとめる。
６　「生きる」について、特に印象に残った部分はどこか、理由もあわせて１００文字程度の文章で、ノートにまとめる。
７　「サボテンの花」「生きる」の二つの作品のうち、より心にひびいた作品を選び、これまでに学習した「声の出し方」「声の強弱」「読む速さ」「間の取り方」などを工夫し、心にひびいたことが伝わるよう朗読する。

【学びの確認】
[bookmark: _GoBack]・２７ページの「言葉の力」のコーナーを読み、自分の朗読の工夫を振り返りましょう。



